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つなぐ 
議長挨拶  

 連合佐賀 北部地域協議会で議長を勤めさせていただいております渡部です。 
今回の「つなぐ発刊」に際し事務局を代表し一言ご挨拶をさせていただきます。 
北部地協活動では、事務局長不在の中、何とか今年度を乗り切れる見通しとなりました。これも一重に皆様の

ご理解とご協力によるものであり、大変なご迷惑をお掛けしたことに深くお詫びを申し上げると共に、北部地協

活動を支えていただき感謝を申し上げます。 
今年度も残りわずかとなりましたが、役員・幹事共々、精一杯努めさせていただきますのでご支援の程よろし

くお願いいたします。 
話は変わりますが、この原稿は、衆議院議員解散が宣言され、民進党議員が希望の党に合流するこが報道され

連合も、まだ全容がつかめない状況の中、執筆させていただきました。 
これより私個人の意見ですが、連合とその組合組織は「働くことを軸とする安心社会」を実現するため、現在

検討が進められている労働法制に関する改革を特に注視しなければならないと考えております。 
労働法制は、私たち働くものを守るためのものなのですが、現状の法案を見ますと、労働者の健康を引き合い

に賃金体系の緩和を求めています。 
このような駆け引きを容認すべきでしょうか？ 
しかし、意見が言えるのは国会議員だけであり、私たちと同じベクトルを持った者が私たちの思いを国会で代

弁していただかなければ話になりません。 
今後、連合の対応方針が明らかとなり、それに向けて対応することになると思いますが、今、合流するとか、

しないとかは、各政党の作戦であり、それに対し、支援するとか、しないとかを議論することが重要なことでは

なく、私たちが求める理想の社会とは何か、そのために今やるべきことは何かを皆さん一人一人がしっかり考え、

結論を出していただくことが最も重用なことではないかと考えます。 
最後になりますが、今、働き方は早い流れの中で大きく変わろうとしております、昔のままででは現在の多種多

様な働き方にはついて行けず法整備は必須の課題と考えますが、少なくとも私たち働くものを守るための法改正

でなければならないと私は考えます。 
北部地域協議会 議長  渡部 浩治 

 

2017 年度 北部地域協議会 活動写真 

2017 春闘連絡会・交流会 4 月 15 日 

 

平和行動 in長崎 8月 8日～9日 
2017 春闘総決起集会 3 月 9 日・10 日 

列島クリーンキャンペーン 9月 3日 防災学習体験ツアー 8月20日 福岡市民防災センター 
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【
有
田
地
区
メ
ー
デ
ー
】 

 

４
月
２７
日
（
木
）
１８
時
よ
り
有
田
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
１
２
５
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
と
し
て
、
有
田
町
山
口
町
長
、
中
村

て
つ
じ
民
進
党
佐
賀
県
連
副
代
表
、
江
原

か
ず
お
武
雄
市
市
議
会
議
員
、
ろ
う
き
ん

友
の
会
中
島
あ
つ
じ
有
田
地
区
会
長
、
九

州
労
働
金
庫
伊
万
里
支
店
岩
永
支
店
長
、

連
合
佐
賀
新
山
副
会
長
に
ご
出
席
頂
き
ま

し
た
。 

 

【
伊
万
里
・
西
松
浦
地
域
メ
ー
デ
ー
】 

第
８８
回
伊
万
里
・
西
松
浦
地
域
メ
ー
デ
ー

を
４
月
２８
日
（
金
）
に
、
立
花
公
民
館
で

開
催
し
、
９２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
２
０
１
６
年
４
月
１６
日
に
発
生
し

ま
し
た
【
熊
本
地
震
】
よ
り
、
１
年
が
経

過
し
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
へ
黙
祷
を
捧
げ

開
会
ま
し
た
。 

司
会
、
開
会
挨
拶
を
北
部
地
協
の
石
井
事

務
局
次
長
が
行
い
主
催
者
を
代
表
し
桑
原

実
行
委
員
長
が
挨
拶
、
「
メ
ー
デ
ー
の
歴

史
か
ら
始
ま
り
、
私
た
ち
働
く
者
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
を
訴
え
、
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
取
り
組
み
を
進
め
て
行
こ
う
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
連
合
佐
賀
を
代
表
し
て
吉
冨

副
会
長
、
民
進
党
佐
賀
県
総
支
部
連
合
会

を
代
表
し
て
池
田
市
議
、
九
州
労
働
金
庫

伊
万
里
支
店
の
岩
永
支
店
長
よ
り
挨
拶
を

頂
き
、
そ
の
後
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介
、
取
り

組
み
報
告
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
、
メ
ー
デ

ー
宣
言
を
お
こ
な
い
、
桑
原
実
行
委
員
長 

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
第
一
部
の
式 

 

 

各
地
域
メ
ー
デ
ー
集
会
・
抽
選
会 

 

 

 
典
は
終
了
し
ま
し
た
。 

第
二
部
の
抽
選
会
で
は
、
今
回
大
目
玉
の

（
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
４
）
が
誰
に
当
た

る
か
で
盛
り
あ
が
り
楽
し
い
抽
選
会
を
開
催

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

＊
賞
品
提
供
頂
き
ま
し
た
、
加
盟
組
合
、
友

諠
団
体
の
皆
様
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

事
務
局
次
長 

石
井 

誠
司 

（
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
労
組 

伊
万
里
長
浜
支
部
） 

 

【
唐
津
・
東
松
浦
地
域
メ
ー
デ
ー
】 

 

４
月
２９
日
（
土
・
祝
）
１０
時
か
ら
、
「
唐
津

市
ひ
れ
ふ
り
ラ
ン
ド
」
で
、
唐
津
・
東
松
浦

地
域
メ
ー
デ
ー
を
開
催
し
３
７
１
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

熊
本
地
震
よ
り
１
年
が
経
過
し
、
ま
ず
、

被
災
者
の
方
々
へ
の
黙
祷
を
行
い
ま
し
た
。

中
山
実
行
委
員
の
開
会
挨
拶
の
後
、
渡
部
実

行
委
員
長
の
挨
拶
及
び
連
合
佐
賀
井
手
副
会

長
、
大
串
博
志
衆
議
院
議
員
、
江
口
善
紀
県

議
会
議
員
、
伊
藤
一
之
唐
津
市
議
会
議
員
、

九
州
労
働
金
庫
唐
津
支
店
池
邉
支
店
長
に
ご

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

祝
電
披
露
や
、
保
利
青
年
委
員
長
の
メ
ー

デ
ー
宣
言
の
後
、
渡
部
実
行
委
員
長
の
ガ
ン

バ
ロ
ウ
三
唱
で
式
典
を
閉
会
し
ま
し
た
。 

閉
会
後
は
、
青
年
部
の
進
行
の
も
と
お
楽
し

み
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
、
成
功
裏
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

事
務
局
次
長 

石
盛 

英
樹 

（
唐
津
市
職
員
労
働
組
合
） 

 

【
2017
春
闘
連
絡
会
・
単
組
交
流
会
】 

 

４
月
１５
日
（
土
）
１９
時
よ
り
有
田
町
「
森

清
」
に
て
総
勢
１９
単
組
39
名
の
参
加
に
よ

り
開
催
し
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
な
か
連
合

佐
賀
よ
り
青
栁
会
長
に
も
出
席
い
た
だ
き

連
合
が
掲
げ
る
春
闘
方
針
を
は
じ
め
各
地

に
お
け
る
春
闘
状
況
な
ど
の
説
明
や
報
告

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
交
流
会

に
移
り
、
出
席
者
に
よ
る
自
己
紹
介
や
春

闘
現
状
報
告
を
行
い
、
産
別
の
枠
を
こ
え

た
意
見
交
換
の
場
と
な
り
大
変
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
渡
部
議
長

に
よ
る
全
単
組
の
春
闘
勝
利
に
向
け
た
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
に
て
会
を
閉
じ
ま
し

た
。 

副
議
長 

石
橋 

正
教 

（
昭
和
バ
ス
労
働
組
合
） 

 
 

連合佐賀 青柳会長からの挨拶 
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119 番通報体験 強風体験 

【
平
和
行
動
in
長
崎
】 

８
月
８
日
（
火
）・
９
日
（
水
）
の
日
程

に
て
開
催
さ
れ
た
平
和
行
動
に
は
北
部
地

域
協
議
会
よ
り
子
ど
も
を
含
む
総
勢
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
初
日
は
、
長
崎
県
立

総
合
体
育
館
に
て
「
連
合
２
０
１
７
平
和

ナ
ガ
サ
キ
集
会
」
に
参
加
し
長
崎
県
知
事

を
は
じ
め
世
界
各
国
か
ら
の
核
廃
絶
に
向

け
た
声
や
行
動
を
き
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
な
か
で
は
被
爆
者
の
方
も
演
壇
に
立

ち
実
体
験
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
二

日
目
に
は
、
長
崎
平
和
講
演
に
て
「
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
」
に
参
列
後
、

原
爆
資
料
館
を
拝
観
し
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク

に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
参
加
を
と
お

し
て
改
め
て
核
の
残
虚
さ
を
知
る
良
き
機

会
と
な
り
ま
し
た
。 

 

石
橋 

 

 

【
防
災
学
習
体
験
ツ
ア
ー
】 

 

去
る
8
月
２０
日
（
日
）、
福
岡
市
中
央

区
に
あ
る
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
災
害
時
の
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

の
模
擬
体
験
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
大
人
４６
名
、

幼
児
を
含
む
子
ど
も
２１
名
の
総
勢
６７
名

の
参
加
を
い
た
だ
き
、
伊
万
里
発
、
唐
津

発
の
計
2
台
の
バ
ス
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
協
力
に

よ
り
、
時
間
的
に
も
余
裕
が
あ
る
行
程
と

な
り
、
防
災
セ
ン
タ
ー
に
到
着
後
も
、
体

験
コ
ー
ス
が
始
ま
る
ま
で
の
時
間
、
セ
ン

タ
ー
内
の
「
１
１
９
番
へ
の
通
報
」「
水
圧

体
験
」「
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
施
設

に
お
い
て
、
子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
大
人

の
方
も
、
存
分
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
体
験
コ
ー
ス
で
は
、
係
の
方
の

優
し
く
、
ま
た
面
白
い
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
震
度
１
か
ら
震
度
７
ま
で
の
地
震
体

験
や
風
速
３
０ⅿ

ま
で
の
強
風
体
験
、
消

火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
な
ど
、
人
生
初

の
恐
怖
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
あ
ま
り
の
怖
さ
に
泣
き
出
し
て
し
ま

う
お
子
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

 

決
し
て
起
き
て
ほ
し
く
な
い
災
害
で
す

が
、
私
た
ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
地
震
や

水
害
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
知
識
の

習
得
と
、
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
く
に
こ
の
よ
う

な
素
晴
ら
し
い
施
設
が
あ
る
こ
と
に
驚
き

と
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
体
験
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
防
災
セ
ン
タ 

   

ー
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

ツ
ア
ー
体
験
後
は
、
参
加
者
全
員
で
福

岡
タ
ワ
ー
の
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食

を
食
べ
て
、
各
自
、
今
年
の
夏
の
最
後
？

の
思
い
出
づ
く
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い

た
と
思
い
ま
す
。 

 

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

副
議
長 

河
上 

洋
恵 

（
伊
万
里
市
職
員
労
働
組
合
） 
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あ
と
が
き 

 

や
っ
と
春
の
暖
か
さ
が
来
て
、
猛
暑
の

夏
が
過
ぎ
た
か
と
思
っ
た
ら
、
い
つ
の
ま

に
か
秋
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

そ
し
て
私
も
４
月
か
ら
新
し
い
部
署
へ

異
動
に
な
り
早
７
か
月
。
私
の
職
場
で
は

何
年
か
お
き
に
異
動
が
あ
り
、
極
端
に
言

え
ば
、
昨
日
ま
で
し
て
い
た
仕
事
と
１
８

０
度
ま
っ
た
く
違
う
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
年
を
重
ね
る
ご
と
に
新
し

い
事
が
な
か
な
か
頭
に
入
ら
ず
辛
い
と
き

も
あ
り
ま
す
。
少
し
時
間
は
か
か
る
け
ど
、

心
機
一
転
、
新
入
社
員
の
気
分
で
（
あ
ま

り
若
く
は
な
い
ん
で
す
が
）
新
し
い
仕
事

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
か
ら
何
か
一
つ
で

も
新
し
い
こ
と
を
始
め
た
い
な
と
思
い
ま

す
。
体
力
と
、
さ
ら
に
栄
養
を
付
け
て
山

登
り
に
で
も
行
こ
う
か
な
♪ 

 

今
年
度
は
、「
つ
な
ぐ
」
の
発
刊
数
が
少

な
く
情
報
発
信
が
で
き
ず
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。 

今
号
は
、
今
年
度
の
総
集
編
と
し
て
一
年

間
の
行
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
記
載
し

て
お
り
ま
す
。
懐
か
し
く
思
い
だ
し
て
い

た
だ
け
た
ら
光
栄
で
す
。 

副
議
長 

岩
永 

留
美
子 

（
有
田
町
職
員
労
働
組
合
）  

（
唐
津
・
東
松
浦
地
区
） 

 

９
月
３
日
（
日
）
９
時
に
「
国
民
宿
舎

虹
の
松
原
ホ
テ
ル
」
に
集
合
し
、
東
の
浜

の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

１
３
１
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

約
１
時
間
の
清
掃
活
動
で
、
１
３
０
袋
の

ご
み
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

活
動
前
に
は
、
一
見
ご
み
は
ほ
と
ん
ど

無
い
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
が
、
い
ざ
海

岸
鵜
を
歩
き
始
め
る
と
、
裸
足
で
踏
む
と

怪
我
す
る
で
あ
ろ
う
多
数
の
流
木
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
空
き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻

な
ど
、
み
る
み
る
ご
み
袋
が
増
え
て
い
き

ま
し
た
。
極
め
つ
け
は
注
射
針
で
し
た
。 

海
岸
で
の
清
掃
活
動
時
に
は
、「
流
れ
着
い

た
注
射
針
等
は
大
変
危
険
な
の
で
、
触
ら

ず
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
る
の

で
す
が
、
ま
さ
か
本
当
に
見
つ
か
る
と
は
。 

無
事
に
回
収
し
処
分
し
ま
し
た
。 

石
盛 

 

（
伊
万
里
地
区
） 

 

９
月
３
日
（
日
）
８
時
１５
分
に
国
見
台

公
園
に
集
合
し
１１
単
組
８５
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

昨
年
は
雨
で
延
期
と
な
り
参
加
者
が
少
な

く
国
見
台
周
辺
の
み
の
清
掃
活
動
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
天
気
も
良
く
、
国
見

台
周
辺
、
山
代
方
面
、
黒
川
方
面
へ
と
別

れ
実
施
し
ま
し
た
。
冒
頭
、
桑
原
副
議
長

の
挨
拶
で
「
水
分
補
給
と
国
道
沿
い
で
も

あ
る
の
で
安
全
第
一
で
事
故
が
無
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
話
が
あ
り
、1

時
間
程
度
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
の

保
全
活
動
に
努
め
ま
し
た
。 

石
井 

有田地区 

【
政
策
制
度
要
求
書
提
出
】 

 

8
月
２４
日
、
２
０
１
８
年
度 

市
・
町

に
対
す
る
予
算
編
成
に
向
け
た
政
策
制
度

要
求
書
「
１２
分
野
、
２０
項
目
、
４７
事
項(

玄

海
町
46
事
項)
統
一
要
求
」
を
唐
津
市
、

玄
海
町
、
伊
万
里
市
、
有
田
町
に
対
し
提

出
し
、
９
月
末
の
回
答
を
求
め
ま
し
た
。 

（
唐
津
市
・
玄
海
町
） 

 

宮
﨑
副
事
務
局
長
、
渡
部
議
長
、
石
橋

副
議
長
、
石
盛
事
務
局
次
長
に
加
え
、
唐

津
市
で
は
、
唐
津
市
議
会
議
員
で
あ
る
伊

藤
市
議
、
林
市
議
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

要
求
書
提
出
に
際
し
、
少
な
い
時
間
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
観
光
政
策
の
取

り
組
み
と
人
材
確
保
に
関
す
る
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
玄
海
町
で
は
、

保
育
士
不
足
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
お
互
い
に
同
一
の
問
題
と
認
識
し
連

合
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き
た
い
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。 

渡
部 

（
伊
万
里
市
・
有
田
町
） 

 

有
田
町
へ
の
要
求
書
提
出
に
は
桑
原
副

議
長
と
岩
永
副
議
長
、
宮
崎
副
事
務
局
長

が
行
い
ま
し
た
。 

今
回
の
要
求
内
容
は
、
各
市
町
共
通
政
策

１２
分
野
①
経
済 

②
雇
用
・
労
働 

③
中
小

企
業 

④
福
祉
・
社
会
保
障 

⑤
住
宅
、
交

通
・
運
輸 

⑥
教
育 

⑦
食
料
・
農
林
水
産 

⑧
消
費
者 

⑨
防
災
・
減
災 

⑩
男
女
平
等 

 

⑪
政
治
改
革 

⑫
公
務
員
制
度
改
革 

な
か
で
も
観
光
事
業
に
力
を
入
れ
、
イ
ン

パ
ウ
ン
ド
で
の
外
国
人
に
向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
多
言
語
情
報
の
提
供
や
観
光

地
に
お
け
る
無
料
Wi-Fi
の
整
備
、
ま
た
福
祉 

・
社
会
保
障
で
は
子
育
て
支
援
（
子
育
て

家
庭
の
環
境
や
保
育
士
の
充
実
）
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。 

岩
永 

 

 
 

 

【
列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】 

（
有
田
地
区
） 

 

８
月
２２
日
（
火
）
午
後
５
時
３０
分
に
有

田
地
区
労
働
会
館
に
集
合
し
、
有
田
町
内

主
要
道
路
周
辺
８
か
所
を
８
組
合
１９
名

の
皆
さ
ん
で
空
き
缶
拾
い
や
、
ご
み
清
掃

活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
だ
照
り
つ
け

る
よ
う
な
真
夏
の
日
差
し
が
残
る
中
、
組

合
員
は
力
を
合
わ
せ
町
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
汗
を
流
し
ま
し
た
。 

岩
永 

 

有田地区 


